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五島美代子　昭和戦時下における〈母の歌〉

　
　
　

�［
要
旨
］
文
学
史
上
「
母
の
歌
人
」、「
母
性
愛
の
歌
人
」
と
冠
さ
れ
る
歌
人
五
島
美
代
子

（
一
八
九
八
～
一
九
七
八
）
の
戦
時
下
に
お
け
る
〈
母
の
歌
〉
の
内
実
は
、
け
っ
し
て
、
戦

意
高
揚
の
た
め
の
母
と
い
う
役
割
の
も
の
で
も
、「
母
性
愛
は
母
の
子
に
対
す
る
本
能
的
な

も
の
」
と
捉
え
る
母
性
愛
神
話
的
な
も
の
で
も
な
い
。　
　

　
　
　

�　

美
代
子
は
国
家
や
民
族
を
超
え
て
無
辜
の
生
命
を
脅
か
す
戦
争
へ
の
懐
疑
の
歌
を
世
に

出
し
た
。
ま
た
、〈
報
国
の
徒
〉
と
し
て
振
る
舞
う
娘
を
評
価
し
、
擬
似
的
に
「
軍
国
の
母
」

た
ろ
う
と
す
る
、「
男
の
子
」
を
持
た
ぬ
戦
時
下
の
母
の
屈
折
し
た
心
情
が
よ
り
娘
へ
の
密

着
感
へ
と
傾
斜
し
て
い
っ
た
。〈
母
と
娘
〉
は
、〈
戦
時
下
の
母
〉
と
〈
報
国
の
徒
〉
と
い

う
立
場
で
交
差
し
、
互
い
に
自
立
の
機
会
を
得
た
か
に
見
え
た
が
、
娘
か
ら
分
離
で
き
な

い
母
は
、
自
己
の
内
部
の
葛
藤
を
処
理
し
き
れ
ず
、
無
意
識
の
う
ち
に
再
び
娘
に
依
存
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
戦
時
下
と
い
う
異
常
な
時
世
が
心
身
に
拍
車
を
か
け
て
複
雑
化
し
た

心
情
を
浮
き
彫
り
に
し
た
の
が
、
戦
時
下
ゆ
え
に
顕
在
化
し
た
美
代
子
の
戦
時
下
の
〈
母

の
歌
〉
の
特
色
で
あ
る
。

　
　
　

�　

戦
時
下
に
お
け
る
美
代
子
の
歌
に
は
、
晩
香
女
学
校
校
長
と
し
て
の
責
務
な
ど
の
〈
公
〉

的
意
識
と
〈
私
〉
的
心
情
と
い
う
二
重
構
造
の
狭
間
で
揺
れ
動
く
心
を
抱
え
な
が
ら
、
そ

の
二
律
背
反
的
葛
藤
の
精
神
世
界
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
た
歌
人
の
強
い
意
志
が
働
い
て
い

る
。
美
代
子
は
、
言
論
が
統
制
さ
れ
た
時
代
に
あ
っ
て
こ
そ
の
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
内
奥

の
声
を
真
摯
に
歌
に
し
た
歌
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
根
底
に
は
戦
争
へ
の
懐
疑
や
怯
え
を
直

観
す
る
だ
け
の
感
受
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
時
流
を
超
え
た
普
遍
的
な
歌
を
も
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
近
代
社
会
の
先
陣
を
切
っ
て
生
き
よ
う
と
す
る
母
の

　
五
島
美
代
子
　
昭
和
戦
時
下
に
お
け
る
〈
母
の
歌
〉

　
　
　
　
　
―
―
第
二
歌
集
『
丘
の
上
』
を
め
ぐ
っ
て
―
―

濱
　
田
　
美
　
枝
　
子

自
我
の
強
さ
は
、
娘
を
支
配
し
、
娘
が
自
立
を
果
た
そ
う
と
す
る
と
自
分
か
ら
の
分
離
を

拒
み
、
激
し
い
葛
藤
を
抱
え
持
つ
歌
群
を
表
出
し
た
。
時
代
の
先
端
を
拓
こ
う
と
格
闘
す

る
な
か
で
、
社
会
規
範
に
抵
抗
す
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
向
は
時
に
内
に
向
き
、
娘
を
〈
母

と
娘
〉
の
連
鎖
の
中
に
取
り
込
ん
で
し
ま
お
う
と
し
た
。
こ
の
関
係
が
戦
時
下
と
い
う
非

常
時
の
生
活
体
験
を
く
ぐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
明
瞭
に
な
っ
た
。
近
代
の
母
性
愛
で
は

覆
い
き
れ
な
い
美
代
子
の
内
奥
の
声
の
表
出
が
持
つ
意
義
は
大
き
い
。
そ
れ
ゆ
え
時
代
を

超
え
て
美
代
子
の
〈
母
の
歌
〉
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
歌
群
で
あ
る
と
言
い
得
る
。

　
　
　

�［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
…
五
島
美
代
子
、『
丘
の
上
』、『
立
春
』、戦
時
下
の
〈
母
の
歌
〉、〈
母
と
娘
〉

　
　
　
　
　
　
　

は
じ
め
に

　

文
学
史
上
「
母
の
歌
人
」、「
母
性
愛
の
歌
人
」
と
冠
さ
れ
る
歌
人
五
島
美
代
子
（
明

治
三
一
～
昭
和
五
三
）
は
、
第
一
歌
集
『
暖
流
』（
三
省
堂
、
昭
和
一
一
・
七
）
刊
行

の
後
、
昭
和
二
三
年
年
四
月
、
第
二
歌
集
『
丘
の
上
』（
弘
文
社
）
を
刊
行
し
た
。

昭
和
一
一
年
か
ら
昭
和
二
一
年
の
昭
和
戦
時
下
一
〇
年
間
に
亘
る
歌
を
集
め
た
『
丘

の
上
』
は
年
次
順
で
編
ま
れ
、
長
歌
二
首
、
短
歌
五
二
五
首
か
ら
成
る
。『
丘
の
上
』
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が
出
版
さ
れ
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
で
あ
る
が
、
所
収
の
作
品
群
は
一
五
年
に

亘
る
戦
時
期
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
新
時
代
に
希
望
を
繋
ぐ
昭
和
二
一
年

の
歌
ま
で
を
入
れ
て
構
成
さ
れ
て
い
る（

１
）。『
丘
の
上
』
に
は
、
二
人
の
娘
の
こ
と
を

詠
ん
だ
〈
母
の
歌
〉
や
、
戦
場
に
征
く
人
々
や
自
ら
が
校
長
で
あ
っ
た
晩
香
女
学
校（

２
）

の
生
徒
た
ち
へ
の
思
い
（
台
湾
や
朝
鮮
か
ら
の
留
学
生
た
ち
も
い
た
）
な
ど
、
ま
た
、

桜
な
ど
の
自
然
に
託
し
て
戦
時
下
の
微
妙
な
心
の
襞
を
詠
っ
た
も
の
及
び
敗
戦
を
迎

え
て
の
心
情
を
詠
ん
だ
「
屈
辱
は
苦に

が

く
冷
め
た
く
初う
ひ

の
味
鮮あ
た

ら
し
く
さ
へ
身
に
沁
み

わ
た
る
」
や
「
触
る
る
も
の
は
ふ
れ
し
め
よ
一
挙
に
突
き
破
り
割
れ
て
現あ

れ
来こ

ん
も

の
待
ち
遠
し
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
『
丘
の
上
』
所
収
の
歌
に
見
ら
れ
る
、
日
中
戦
争
か
ら
ア
ジ
ア

太
平
洋
戦
争
に
及
ぶ
昭
和
戦
時
下
に
お
け
る
五
島
美
代
子
の
〈
母
の
歌
〉
に
つ
い
て

次
の
点
に
注
目
し
検
討
す
る
。

　

美
代
子
は
二
人
の
娘
の
母
で
あ
っ
た
。
母
と
い
う
存
在
が
国
家
権
力
の
発
揚
と
護

持
と
に
あ
っ
た
昭
和
戦
時
下
に
あ
っ
て
母
の
役
割
は
男
子
を
生
み
育
て
る
こ
と
に

あ
っ
た
が
、
男
子
を
持
た
な
い
美
代
子
は
ど
の
よ
う
な
社
会
的
精
神
的
軋
轢
の
中
を

生
き
、
二
人
の
娘
、
特
に
、
成
長
す
る
十
代
の
娘
ひ
と
み
に
対
し
て
〈
母
と
子
〉
と

い
う
存
在
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
深
部
に
潜
む
も

の
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
時
下
に
お
け
る
五
島
美
代
子
の
〈
母
の

歌
〉
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、〈
母
と
娘
〉
に

は
平
常
時
で
は
顕
在
化
し
な
い
よ
う
な
問
題
が
歌
を
通
し
て
立
ち
上
っ
て
く
る
と
考

え
る
か
ら
で
あ
る
。

（
昭
和
戦
時
下
に
お
い
て
の
時
勢
・
家
族
の
動
態
を
明
示
す
る
た
め
年
譜
を
私
に
作
成
し
最
後
に
掲

げ
た
。
な
お
、
和
歴
で
の
表
記
が
戦
時
下
の
時
勢
と
の
関
係
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
と
考
え
、
本
稿

は
和
暦
で
表
記
す
る
こ
と
と
し
た
。）

　
　
　
　
　
　
　

一

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
美
代
子
は
文
学
史
上
「
母
の
歌
人
」、「
母
性
愛
の
歌
人
」

と
い
う
表
現
を
冠
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
、
第
一
歌
集
『
暖
流
』

に
「
胎
動
」
と
題
す
る
十
五
首
を
載
せ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
昭
和
二
五
年
、
急
逝
し

た
長
女
ひ
と
み
へ
の
痛
切
な
想
い
の
歌
群
を
収
め
た
『
母
の
歌
集
』（
立
春
短
歌
会
、

昭
和
二
八
・
七
）
や
『
新
輯　

母
の
歌
集
』（
白
玉
書
房
、
昭
和
三
二
・
九
）
を
刊
行

し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

川
田
順
は
、『
暖
流
』
の
序
に
次
の
歌
を
含
む
一
七
首
を
挙
げ
、「
此
処
に
は
、
初

め
て
胎
動
が
歌
は
れ
て
ゐ
る
」・「
母
性
愛
の
歌
に
よ
つ
て
、
前
人
未
踏
の
地
へ
健
や

か
に
第
一
歩
を
踏
み
入
れ
た
。」（
跋
）
と
述
べ
た
。

　
　

胎
動
の
お
ほ
に
し
づ
け
き
あ
し
た
か
な
吾
子
の
思
ひ
も
や
す
け
か
る
ら
し

　
　

生
き
む
と
す
る
吾
子
の
思
に
ひ
た
向
ひ
か
し
こ
み
朝
の
胎
動
を
き
く

　

歌
か
ら
漂
う
お
お
ど
か
さ
や
我
が
子
の
生
命
を
慎
ん
で
受
け
止
め
て
い
る
実
感
の

確
か
さ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
川
田
の
辞
は
美
代
子
の
歌
の
特
徴
の
一
面
を
言
い
当
て

て
い
る
。

　

小
山
静
子
に
よ
れ
ば
、
良
妻
賢
母
思
想
成
立
時
（
明
治
三
〇
年
代
）
に
女
と
子
ど

も
の
育
児
・
教
育
と
を
結
び
つ
け
る
も
の
と
し
て
す
で
に
母
親
の
愛
情
の
深
さ
が
指

摘
さ
れ
て
い
た
が
、〈
母
性
〉
が
日
本
で
大
正
中
頃
か
ら
使
わ
れ
昭
和
期
に
定
着
す

る
に
至
り
、
子
育
て
の
際
の
母
の
犠
牲
や
愛
情
を
先
天
的
に
女
に
備
わ
っ
た
も
の
と

し
て
「
母
心
」
や
「
母
性
の
喜
び
」
と
み
な
し
た
と
い
う（

３
）。

こ
の
近
代
の
母
性
愛
観（
４
）

を
前
提
と
し
て
美
代
子
の
〈
母
の
歌
〉
は
受
容
さ
れ
て
き
た
。

　

美
代
子
に
対
す
る
評
論
は
、
発
刊
後
す
ぐ
に
「『
暖
流
』
批
評
集
」（『
心
の
花
』　
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竹
柏
会
出
版
部
昭
和
一
一
年
一
〇
月
）
が
編
ま
れ
、
新
村
出
や
本
位
田
祥
男
を
は
じ

め
筏
井
嘉
一
や
花
田
比
露
思
等
が
近
代
の
新
し
い
「
母
性
愛
」
の
道
を
拓
い
た
と
評

価
し
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
評
論
や
論
文
の
出
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
美
代
子
に

対
す
る
評
論
は
、
戦
後
、
長
女
の
自
死
を
経
て
の
『
母
の
歌
集
』
出
版
以
後
盛
ん
に

な
っ
た
。
窪
田
章
一
郎
は
、「
執
ね
く
自
己
表
現
を
し
て
い
る
」
が
、「
娘
の
思
い
を

汲
み
取
っ
て
詠
も
う
と
し
た
歌
が
な
い
」（｢

五
島
美
代
子
論｣

『
短
歌
』　

昭
和
二
九

年
四
月
）
と
表
現
し
、
佐
佐
木
治
綱
は
「
母
と
し
て
の
敬
虔
な
観
念
」
が
「
作
者
の

主
観
的
な
感
情
の
上
に
の
み
詠
ま
れ
て
い
る
」（｢

五
島
美
代
子｣

『
短
歌
』　

昭
和

二
九
年
一
二
月
）
点
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
上
田
三
四
二
も
「
母
性
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム

の
底
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
」（「
五
島
美
代
子
」『
短
歌
研
究
』
昭
和
三
一
年
二
月
）
と
、

論
じ
た
。
こ
れ
ら
は
近
代
の
母
性
愛
観
を
前
提
と
し
て
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
観
点（

５
）か
ら

美
代
子
の
〈
母
性
愛
〉
に
疑
問
を
呈
し
た
も
の
が
主
流
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
が
発

表
さ
れ
た
の
は
前
衛
短
歌
台
頭
、
隆
盛
の
時
期
で
、
近
代
短
歌
の
見
直
し
と
超
克
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
、
戦
中
戦
後
の
評
価
の
変
容
は
、
母
と
い
う
存
在
の
意
味

が
時
代
の
要
請
と
共
に
流
動
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

で
は
、〈
戦
時
中
の
母
〉
の
評
価
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
価
値
観
に
依
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
昭
和
七
年
三
月
の
「
大
阪
国
防
婦
人
会
」
発
会
に
端
を
発
し
、
銃
後
を

守
る
女
性
た
ち
へ
の
美
化
、
母
性
賞
揚
が
国
策
に
よ
っ
て
押
し
進
め
ら
れ
、
昭
和

一
三
年
四
月
に
は
「
国
家
総
動
員
法
」
の
発
令
に
よ
り
、
女
性
は
人
的
資
源
と
し
て

国
家
の
人
口
増
に
加
担
す
べ
く
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
。
例
え
ば
昭
和
一
六
年
一
月

二
三
日
に
は
、「
産
め
よ
増
や
せ
よ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
る
人
口
政
策
が
政
府

閣
議
で
決
定
し
た
。
ま
た
、
真
珠
湾
攻
撃
に
お
い
て
戦
死
し
た
岩
佐
直
治
海
軍
大
尉

（
戦
死
後
海
軍
中
佐
）
等
九
名
が
昭
和
一
七
年
三
月
六
日
、
海
軍
省
の
発
表
に
よ
り

軍
神
と
さ
れ
た
が
、「
九
軍
神
」
と
そ
の
母
を
題
材
と
し
た
『
軍
神
の
母（

６
）』

な
ど
が

刊
行
さ
れ
、
そ
の
母
を
英
雄
と
し
て
称
賛
し
た
。
さ
ら
に
、
同
年
五
月
に
は
、「
日

本
文
学
報
国
会
」
が
、
四
九
名
の
無
名
の
「
日
本
の
母
」
を
顕
彰
し
、
こ
の
こ
と
が

「
読
売
新
聞
」
誌
上
に
掲
載
（
昭
和
一
七
年
九
月
九
日
～
一
〇
月
三
一
日
）
さ
れ
た
。

彼
女
た
ち
は
、
国
の
た
め
、
家
の
た
め
、
子
供
の
た
め
に
献
身
す
る
女
性
で
あ
り
、

夫
や
子
供
を
毅
然
と
し
て
戦
場
に
送
り
だ
し
、
そ
の
死
に
直
面
し
て
も
取
り
乱
す
こ

と
な
く
受
け
止
め
る
典
型
的
な
「
軍
国
の
母
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
戦
時
下
に

お
け
る
母
は
、
国
家
に
我
が
子
を
差
し
出
す
べ
く
産
み
育
て
、
我
が
子
の
死
す
ら
、

天
皇
に
奉
じ
た
と
し
て
受
け
止
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
こ
の
銃

後
の
母
と
し
て
の
使
命
感
が
強
い
潮
流
と
な
っ
て
い
た
特
殊
な
時
代
で
あ
る
。

　

歌
壇
に
お
い
て
は
、
歌
人
た
ち
は
昭
和
一
七
年
六
月
「
日
本
文
学
報
国
会
」
の
結

成
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
会
で
あ
る
「
短
歌
部
会
」
に
所
属
し
、
国
家
主
義
・
軍
国
主

義
讃
美
の
枠
組
み
の
中
で
活
動
し
て
い
た
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
開
戦
を
機
に
そ

れ
ま
で
時
流
に
問
う
姿
勢
を
持
ち
続
け
て
き
た
歌
人
た
ち
も
戦
意
高
揚
の
方
向
性
を

鮮
明
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

二

　

美
代
子
は
大
正
四
年
九
月
に
佐
佐
木
信
綱
の
門
下
生
と
な
っ
た
が
、
昭
和
三
年
、

『
心
の
花
』
を
脱
退
、
新
興
短
歌
運
動
を
経
て
昭
和
四
年
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
歌
人
同

盟
」
へ
の
参
加
と
脱
退
を
経
験
し
短
歌
活
動
か
ら
退
い
た
。
同
年
、
夫
石
榑
茂
（
明

治
三
三
～
平
成
一
五
、後
の
五
島
茂
）
も
歌
壇
と
訣
別
し
た
。
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
ウ
ェ

ン
を
中
心
と
す
る
一
八
、九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
経
済
史
の
研
究
者
で
あ
っ
た
茂

は
、
昭
和
初
期
の
短
歌
革
新
運
動
の
道
筋
を
拓
く
と
い
う
役
割
を
担
っ
た
が
、
茂
の

目
指
す
社
会
性
の
導
入
に
よ
る
短
歌
の
芸
術
革
新
の
志
は
、
短
歌
を
通
し
て
階
級
闘

争
を
目
指
し
て
い
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
歌
人
た
ち
の
勢
い
に
敗
れ
た
。
そ
の
後
、
夫
婦

は
昭
和
六
年
か
ら
昭
和
八
年
ま
で
長
女
ひ
と
み
を
連
れ
て
イ
ギ
リ
ス
を
主
と
す
る
滞



44

日本女子大学大学院文学研究科紀要　第 23 号

欧
生
活
を
送
っ
た
が
、
帰
朝
後
、
大
阪
に
居
住
し
、
昭
和
一
三
年
七
月
、
短
歌
雑
誌

『
立
春
』
を
創
刊
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
、茂
九
八
歳
の
時
に
五
六
二
号
を
以
て
終
刊
）

し
て
、
再
び
歌
を
通
し
て
社
会
参
加
を
試
み
た
。

　

こ
の
『
立
春
』
は
、
戦
時
中
の
美
代
子
の
作
歌
へ
の
姿
勢
が
つ
ぶ
さ
に
見
て
と
れ

る
歌
集
で
あ
る
『
丘
の
上
』
に
所
収
し
た
作
品
の
発
表
媒
体
と
な
っ
た
。
の
み
な
ら

ず
、
短
歌
史
と
し
て
は
、
日
中
戦
争
勃
発
後
か
ら
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
、
そ
し
て
、

敗
戦
と
い
う
未
曽
有
の
日
本
の
激
動
の
時
期
の
歴
史
を
刻
む
貴
重
な
歌
誌
の
一
つ
で

あ
る
。『
立
春
』
と
い
う
名
称
は
、茂
が
編
纂
し
た
木
下
利
玄
最
後
の
自
選
歌
集
『
立

春
』（
改
造
社
、
大
正
一
四
・
一
）
の
題
名
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。
利
玄
の
芸
術

性
に
私
淑
す
る
茂
が
、
利
玄
の
「『
立
春
』
の
語
感
の
持
つ
油
然
た
る
出
発
感
を
愛

し
つ
つ
わ
れ
わ
れ
は
自
ら
の
道
を
踏
み
か
た
め
る
。（
中
略
）
利
玄
は
一
つ
の
扉
だ
。

扉
の
む
か
う
に
道
は
輝
い
て
い
る
」（「
編
集
言
」『
立
春
』
創
刊
号
昭
和
一
三
・
七
）

と
い
う
決
意
を
込
め
て
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
茂
は
同
「
編
集
言
」
で
、「『
立
春
』

は
芸
術
道
場
」
で
あ
り
同
時
に
「
歌
壇
の
前
進
指
標
だ
。
現
歌
壇
か
ら
明
日
の
歌
壇

へ
の
旋
回
基
軸
だ
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
創
刊
に
つ
い
て
、
第
二
歌
集
『
海
図（

７
）』「

後

記
」
で
「
国
家
理
念
と
民
族
意
識
は
熾
烈
に
内
に
燃
え
、
あ
り
し
日
の
流
行
思
想（

８
）は

完
く
払
拭
さ
れ
つ
く
し
た
」
と
述
べ
、
戦
争
短
歌
の
性
格
と
前
進
性
を
強
調
し
、
国

家
理
念
と
の
総
合
を
以
て
貫
徹
す
、
と
し
て
短
歌
作
品
に
よ
る
積
極
的
国
策
参
加
を

掲
げ
た
。
創
立
同
人
は
二
〇
名
で
あ
る
が
、
創
刊
号
へ
の
出
詠
者
は
一
二
〇
人
を
超

え
た
（「
立
春
創
刊
記
念
茶
話
会
記
事
」『
立
春
』
第
二
号
（
昭
和
一
三
・
九
））。

　

こ
の
よ
う
に
、『
立
春
』は
国
策
に
沿
っ
た
理
念
を
掲
げ
、戦
意
高
揚
の
役
割
を
担
っ

た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
戦
時
下
で
国
家
が
思
想
、
情
報
の
一
元
化
を
強
要
す
る
と

い
う
特
殊
な
状
況
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
内
的
理
由
と
し
て
、
白
色
人
種
以
外
を
野

蛮
人
と
み
る
強
烈
な
有
色
人
種
へ
の
偏
見
を
突
き
付
け
ら
れ
た
異
国
で
の
体
験
が
大

き
く
影
響
し
、
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
イ
や
誇
り
を
意
識
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
点
が
大
き
い
と
言
え
る
。

　
　

�

白
き
皮
膚
身
を
包
み
ゐ
る
誇
も
て
あ
し
ら
ふ
如
く
人
を
見
し
ま
み
お
ぼ
え
を
り

有
色
人
種
に
も
頭
脳
あ
る
こ
と
を
い
ぶ
か
し
む
如
く
或
る
時
わ
れ
を
見
し
碧
眼

を
忘
れ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
短
歌
研
究
』
第
八
巻
二
号
（
昭
和
一
四
・
二
）

　　

こ
れ
は
「
事
変
下
年
頭
」
と
題
す
る
美
代
子
の
歌
群
の
一
首
で
あ
る
が
、「
一
月

五
日
は
、
昔
異
郷
に
逝
き
し
わ
が
伯
父
の
命
日
な
り
」
と
の
詞
書
が
あ
る
。
か
つ
て

ア
メ
リ
カ
に
居
住
し
異
土
に
埋
葬
さ
れ
た
伯
父
が
異
国
で
味
わ
っ
た
と
い
う
東
洋
人

ゆ
え
の
苦
悩
に
思
い
を
馳
せ
る
中
で
、
白
人
優
位
の
意
識
に
立
つ
西
洋
人
が
示
し
た

屈
辱
的
な
対
応
に
つ
い
て
の
自
身
の
体
験
を
回
想
し
て
詠
ん
で
い
る
。
前
者
は
上
の

句
で
白
人
で
あ
る
人
物
の
誇
り
が
「
身
を
包
み
ゐ
る
」「
白
き
皮
膚
」
に
依
る
こ
と

を
詠
い
、
下
の
句
で
そ
の
人
物
が
異
な
っ
た
皮
膚
の
色
を
も
つ
東
洋
人
で
あ
る
自
分

に
「
あ
し
ら
ふ
如
く
人
を
見
し
ま
み
」
を
向
け
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
向
け
ら
れ

た
自
分
は
、
人
間
の
尊
厳
は
そ
れ
を
包
む
皮
膚
の
色
と
は
関
わ
り
な
い
は
ず
で
あ
る

の
に
、
と
い
う
思
い
か
ら
ず
っ
と
蔑
視
の
「
ま
み
」
を
「
お
ぼ
え
」
て
い
る
の
で
あ

る
。後
者
に
も
、有
色
人
種
を
同
じ
人
間
と
は
認
め
て
い
な
い
白
人
が
美
代
子
に
持
っ

た
衝
撃
を
見
逃
さ
な
い
鋭
敏
さ
が
表
れ
て
い
る
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
「
お
ぼ
え

を
り
」・「
忘
れ
ず
」
と
い
う
表
現
に
籠
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
白
人
の
い
わ
れ
な
き

人
種
蔑
視
に
対
し
て
の
屈
辱
感
を
持
続
さ
せ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
か

ら
受
け
た
心
的
苦
痛
、
在
外
人
の
疎
外
感
と
い
う
個
人
的
経
験
は
、
五
島
夫
妻
が
昭

和
戦
時
下
に
お
け
る
国
威
発
揚
の
要
請
に
加
担
す
る
こ
と
に
な
る
要
因
の
一
つ
と

な
っ
た
と
言
え
る
。
だ
が
一
方
で
は
、
次
章
で
指
摘
す
る
が
、
私
情
を
表
す
に
非
常

に
困
難
な
時
代
の
潮
流
を
、
無
自
覚
に
は
受
け
止
め
ら
れ
な
い
心
情
も
吐
露
し
て
い

る
。
こ
こ
に
五
島
夫
妻
に
と
っ
て
の
『
立
春
』
刊
行
の
意
味
の
一
つ
が
あ
る
の
で
は
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な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

三

　
『
丘
の
上
』
は
、
戦
争
の
拡
大
と
い
う
政
治
的
社
会
的
枠
組
み
の
中
で
歌
人
た
ち

が
軍
国
主
義
に
同
調
し
て
い
っ
た
年
月
と
重
な
る
時
期
の
歌
が
主
で
あ
る
。
し
か
し
、

〈
母
と
娘
〉
の
関
係
に
は
、
時
代
の
要
請
と
い
う
だ
け
で
は
単
純
化
で
き
な
い
問
題

が
内
在
し
て
い
る
。
美
代
子
は
既
に
『
暖
流
』
に
お
い
て
、
母
は
本
能
的
に
子
へ
の

愛
に
満
ち
て
い
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
視
点
ば
か
り
で
は
理
解
し
が
た
い
捉
え
ど
こ

ろ
の
な
い
寂
し
さ
や
複
雑
な
揺
ら
ぎ
を
抱
え
て
、
自
己
の
内
面
に
お
け
る
無
意
識
の

混
乱
や
苦
悩
を
も
表
現
し
た
。
か
つ
て
、
個
を
重
視
す
る
精
神
の
も
と
に
我
が
娘
の

教
育
を
試
み
る
「
育
む
母
」
の
側
面
と
娘
を
専
有
化
し
よ
う
と
す
る
抑
圧
的
・
呪
縛

的
な
「
呑
み
こ
む
母
」
の
側
面
と
を
持
つ
母
千
代
槌
と
、娘
美
代
子
と
の
〈
母
と
娘
〉

の
関
係（

９
）が

姿
を
変
え
て
、
戦
時
下
の
美
代
子
と
ひ
と
み
と
の
関
係
の
基
底
に
継
承
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

近
藤
芳
美
は
昭
和
二
三
年
、『
丘
の
上
』
に
つ
い
て
「
僕
は
、「
丘
の
上
」
を
一
つ

の
愛
情
の
生
態
史
と
し
て
読
む（

（1
（

」
と
述
べ
、「
作
者
の
愛
情
は
ほ
と
ん
ど
自
ら
の
肉

の
一
片
に
打
ち
込
ん
だ
や
う
な
愛
児
へ
の
愛
情
か
ら
、
や
う
や
く
一
個
の
人
格
と
な

り
、「
女
性
」
と
し
て
「
母
」
に
切
り
返
し
て
来
る
成
長
し
た
「
娘
」
へ
の
何
か
不

安
な
切
な
い
愛
情
に
遷
移
し
て
行
く
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
娘
の
成
長
を
通

し
て
変
遷
す
る
ひ
と
り
の
女
性
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
に
注
目
す
る
視
点
が
提
示
さ
れ

て
い
る
。

　

昭
和
一
二
年
、
次
女
い
づ
み
が
誕
生
し
た
。『
丘
の
上
』
所
収
の
次
の
歌
（
以
後
、

掲
載
誌
名
の
な
い
歌
は
『
丘
の
上
』
所
収
の
も
の
で
あ
る
）
は
「
支
那
事
変
勃
発
」

と
題
す
る
五
首
中
の
二
首
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
日
中
戦
争
開
戦
と
い
う
不
穏
な
社

会
状
況
と
は
無
縁
な
満
ち
足
り
た
母
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
　

授
乳
の
時と

間き

待
ち
か
ね
て
い
だ
き
と
る
児
の
や
は
ら
身
は
手
に
は
ず
み
つ
つ

　
　

丸
肥
え
し
乳ち

児ご

が
手
足
の
く
び
れ
を
も
か
ぞ
へ
知
り
て
母
は
朝
毎
洗
ふ

　

新
生
児
を
抱
く
多
く
の
人
が
経
験
す
る
で
あ
ろ
う
新
し
い
生
命
を
慈
し
む
我
が
子

と
の
日
常
の
ひ
と
こ
ま
を
掬
い
取
り
歌
に
し
て
い
る
。
前
者
で
は
柔
ら
か
い
赤
子
の

肉
体
を
抱
き
取
っ
た
時
の
感
動
が
詠
ま
れ
て
い
る
。「
つ
つ
」
と
、
詠
嘆
の
接
続
助

詞
を
用
い
る
こ
と
で
繰
り
返
し
は
ず
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
肉
体
を
通
し
て

新
し
い
生
命
の
躍
動
感
を
感
じ
取
り
、
そ
れ
が
母
の
心
の
弾
み
に
呼
応
し
て
い
る
こ

と
を
表
現
し
て
い
る
。
後
者
は
、
赤
子
の
は
ち
切
れ
そ
う
な
皮
膚
の
「
く
び
れ
」
に

注
目
し
て
い
る
。
赤
子
の
く
び
れ
に
象
徴
さ
れ
る
健
や
か
さ
が
主
題
と
し
て
時
代
の

暗
さ
の
中
で
光
を
放
つ
。
こ
こ
に
は
至
福
と
言
え
る
穏
や
か
な
〈
母
と
娘
〉
の
時
空

が
あ
る
。

　

し
か
し
、
同
じ
「
支
那
事
変
勃
発
」
と
題
す
る
な
か
に
、
次
の
歌
が
見
ら
れ
る
。

　
　

乳ち

吞の
み

児ご

と
百も
も
か日
こ
も
れ
ば
小こ
が

刀た
な

の
刃は

に
も
お
び
ゆ
る
こ
こ
ろ
と
な
れ
り

　

子
の
成
長
過
程
で
赤
子
が
自
分
で
歩
み
始
め
よ
う
と
す
る
頃
、
赤
子
を
取
り
巻
く

環
境
の
危
険
に
敏
感
に
な
る
母
の
心
を
切
り
取
っ
て
詠
ん
で
い
る
が
、
小
刀
と
い
う

日
常
の
物
が
、
戦
争
で
敵
・
味
方
が
刃
を
交
わ
す
こ
と
を
連
想
さ
せ
る
。
健
や
か
な

我
が
子
の
命
を
見
つ
め
て
き
た
母
に
と
っ
て
、
生
き
る
に
は
厳
し
い
戦
時
下
と
い
う

現
実
、
我
が
子
の
命
を
も
脅
か
す
戦
争
に
対
す
る
怯
え
が
「
小
刀
の
刃
」
に
よ
っ
て

引
き
出
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
い
か
。
し
か
も
こ
の
気
持
ち
は
た
だ
我
が
子
の
み
な
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ら
ず
、
異
国
の
子
供
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
次
の
歌
に
表
れ
て
い
る
。

　
　

空
襲
に
お
び
ゆ
る
眸
ひ
と
み

近
々
と
見
る
如
く
思
ふ
金
髪
の
子
ら
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
立
春
』
第
二
四
号
（
昭
和
一
五
・
六)

　　

右
の
歌
は
「
空
襲
に
お
び
ゆ
る
眸
」
を
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
せ
、
無
垢
な
魂
が

理
不
尽
な
戦
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
子
供
た
ち
を
慮
っ
て
い
る
。
こ
の
主
題
と
、

「
金
髪
」
と
い
う
色
彩
を
用
い
た
表
現
は
、
戦
時
下
に
あ
っ
て
は
異
質
と
言
え
る
。

こ
の
歌
が
日
独
防
共
協
定
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
開
始
の
翌
年
に
詠
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
そ
の
意
味
は
深
い
。
押
し
寄
せ
て
く
る
戦
争
の
足
音
を
背
景
に
、

戦
争
で
傷
つ
く
の
は
無
抵
抗
の
乳
呑
児
で
あ
り
、
幼
児
で
あ
る
。
無
辜
の
生
命
を
脅

か
す
の
が
戦
争
で
あ
る
だ
け
に
、
我
が
子
や
国
家
や
民
族
と
い
う
意
識
を
超
え
て
普

遍
的
な
人
間
性
へ
の
覚
醒
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
建
前
で
は
掘
り
起
こ
す

こ
と
の
で
き
な
い
心
情
を
掬
い
上
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
鑑
み
る
に
、
美
代
子
は
無
自
覚
に
国
策
に
則
っ
て
創
作
し
て
い
る
歌
人

と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
、
内
面
の
揺
ら
ぎ
を
顕
在
化
さ
せ
、
戦
争
へ
の
疑
念
を
も

表
現
し
て
い
る
点
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

次
に
戦
時
下
で
幼
子
を
抱
え
な
が
ら
晩
香
女
学
校
の
校
長
と
い
う
公
的
立
場
に
立

つ
こ
と
に
な
っ
た
美
代
子
か
ら
ど
の
よ
う
な
歌
が
生
ま
れ
た
の
か
に
注
目
し
た
い
。

　

帰
国
後
大
阪
在
住
で
あ
っ
た
美
代
子
は
、
歌
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
心
臓
病
で
危

篤
状
態
を
繰
り
返
す
晩
香
女
学
校
（
東
京
）
校
長
の
母
千
代
槌
の
看
病
や
講
師
の
役

割
な
ど
学
校
教
育
の
一
端
を
担
い
、
大
阪
と
東
京
と
の
間
を
行
き
来
す
る
生
活
を
繰

り
返
し
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
一
八
年
三
月
に
千
代
槌
が
死
去
し
た
後
は
茂
と
ひ

と
み
を
大
阪
に
残
し
、
次
女
い
づ
み
を
連
れ
て
校
長
と
し
て
晩
香
女
学
校
に
移
り
住

ん
だ
。
茂
は
同
年
七
月
に
大
阪
商
科
大
学
を
辞
し
て
上
京
し
、
校
主
と
し
て
美
代
子

を
支
え
る
側
に
回
っ
た
。
当
時
、
約
一
〇
〇
〇
坪
の
土
地
に
建
て
ら
れ
た
杉
並
区
堀

ノ
内
の
学
校
で
、
生
徒
は
皆
寄
宿
し
て
い
た
。
茂
に
よ
る
と
「
校
舎
は
非
常
に
荒
廃

し
て
い
て
学
校
の
経
営
も
大
変
苦
し
か
っ
た（

（1
（

」
と
い
う
。
美
代
子
は
校
舎
内
で
生
徒

た
ち
と
寝
起
き
を
共
に
し
な
が
ら
、
修
身
・
礼
法
・
国
語
の
教
師
と
し
て
、
校
長
と

し
て
生
徒
た
ち
の
教
育
と
生
命
を
守
る
責
任
を
負
い
、
母
の
残
し
た
負
債
を
抱
え
て

出
発
し
た
。「
松
風
」
と
題
す
る
次
の
歌
は
、「
母
亡
き
後
を
承
け
て
済
美
が
丘（

（1
（

の
老

松
の
下
荒
れ
た
る
校
舎
に
棲
み
つ
か
ん
と
す
」
と
の
詞
書
が
あ
る
。

　　
　

を
と
め
ら
が
掃
き
よ
せ
て
来
し
枯
松
葉
こ
の
日
の
飯
を
ゆ
た
に
炊
ぎ
ぬ

　
　

松
の
葉
は
松
の
匂
ひ
す
か
へ
る
手
は
楓
の
に
ほ
ひ
す
か
ま
ど
く
べ
つ
つ

　

昭
和
一
六
年
四
月
に
は
米
の
配
給
制
が
始
ま
っ
た
が
、
戦
争
の
長
期
化
に
伴
う
米

不
足
か
ら
イ
モ
や
大
豆
、
乾
麺
な
ど
の
代
用
食
を
手
に
入
れ
る
の
に
も
困
難
な
時
代

で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
時
代
に
、
具
体
的
に
生
徒
た
ち
の
食
料
を
調
達
し
食
べ
さ
せ

る
苦
労
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
右
の
歌
は
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
詠
ま
れ
た
も
の

と
見
て
取
れ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
首
目
の
上
の
句
に
は
「
を
と
め
ら
が
掃

き
よ
せ
て
来
し
」
ゆ
え
に
そ
こ
は
か
と
な
い
慎
ま
し
さ
が
漂
い
、
下
の
句
の
「
ゆ
た

に
」
と
い
う
ゆ
っ
た
り
と
し
た
落
ち
着
き
を
表
す
語
に
よ
っ
て
全
体
が
物
語
で
あ
る

か
の
よ
う
な
色
調
を
帯
び
て
い
る
。
二
首
目
は
、
ま
さ
に
戦
時
中
の
物
資
不
足
の
中

で
工
夫
し
て
い
る
民
の
生
活
と
い
う
現
実
を
匂
い
で
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
二

首
は
お
っ
と
り
と
し
た
詩
情
に
包
ま
れ
て
は
い
る
が
、
生
徒
た
ち
の
戦
時
下
で
の
厳

し
い
生
活
の
一
端
が
具
体
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
歌
で
あ
る
。

　

ま
た
、
昭
和
一
九
年
に
は
「
教
へ
子
と
子
」
と
題
し
て
五
首
取
り
上
げ
て
い
る
。

茂（
（1
（

に
よ
る
と
、
当
時
警
報
が
鳴
る
と
美
代
子
自
ら
が
生
徒
た
ち
を
引
率
し
て
学
校
の
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近
く
に
あ
っ
た
「
陸
軍
運
輸
部
隊
の
駐
屯
地
」
内
の
「
防
空
壕
」
に
待
避
さ
せ
た
。

ま
た
学
徒
勤
労
動
員
に
よ
り
生
徒
た
ち
は
「
荻
窪
の
飛
行
機
部
品
を
作
る
工
場
に
動

員
さ
れ
」
た
の
で
、
美
代
子
は
生
徒
た
ち
の
働
き
場
に
赴
い
た
。
こ
の
よ
う
な
戦
況

の
厳
し
さ
の
中
で
、
美
代
子
は
〈
公
〉
的
意
識
と
〈
私
〉
的
心
情
の
狭
間
で
葛
藤
を

抱
え
て
奮
闘
し
て
い
た
。

　
　

�

護
り
お
ほ
せ
ん
低
学
年
学
徒
ら
わ
れ
に
あ
り
待
避
見
と
ど
け
て
子
に
よ
り
添
ひ

ぬ

　
　

壕
内
に
し
ば
ら
く
吾
の
わ
た
く
し
の
時
間
あ
り
子
を
抱
き
し
め
て
ゐ
る

　　

右
の
歌
は
生
徒
た
ち
を
護
る
使
命
に
働
く
美
代
子
が
、
生
徒
を
護
る
と
い
う
教
育

者
の
役
割
を
優
先
さ
せ
た
後
に
、
張
り
詰
め
た
空
気
の
中
で
わ
ず
か
な
時
間
を
得
て

当
時
七
歳
の
次
女
い
づ
み
の
母
と
し
て
「
子
に
よ
り
添
ひ
」、ま
た
「
子
を
抱
き
し
め
」

て
い
る
様
子
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
美
代
子
に
と
っ
て
は
生
徒
た
ち
も
我
が
子
も
護
ら

ね
ば
な
ら
な
い
大
切
な
生
命
で
あ
る
。
緊
迫
し
た
状
況
下
で
、
我
が
娘
へ
の
愛
お
し

さ
や
す
ま
な
さ
を
内
に
秘
め
な
が
ら
、
公
的
責
務
を
第
一
に
考
え
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ジ
レ
ン
マ
が
、
抱
き
し
め
る
と
い
う
動
作
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

　

次
の
歌
は
学
徒
勤
労
動
員
に
よ
る
工
場
で
任
務
に
就
く
生
徒
た
ち
の
職
場
訪
問
を

し
た
折
の
歌
で
あ
る
。

　
　

眼
に
沁
み
て
煙
ら
ふ
空
気
学
徒
ら
が
旋
盤
の
前
に
日
夜
吸
ふ
空
気

　

旋
盤
に
よ
っ
て
削
ら
れ
た
材
料
の
粉
が
飛
び
散
る
中
で
働
く
生
徒
た
ち
の
劣
悪
な

環
境
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
一
方
で
は
非
常
時
で
な
け
れ
ば
学
問
に
勤
し
ん
で
い
た

で
あ
ろ
う
生
徒
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
母
親
の
我
が
子
へ
の
思
い
と
重
ね
合
わ
せ
る
よ

う
に
、
当
時
、
名
古
屋
の
愛
知
航
空
に
動
員
さ
れ
て
い
た
ひ
と
み
に
思
い
を
馳
せ
て

い
た
と
見
て
取
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

四

　

そ
れ
で
は
、
教
育
者
と
し
て
の
一
面
を
持
つ
美
代
子
の
戦
時
下
に
お
け
る
〈
学
問

へ
の
希
求
〉
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

昭
和
一
八
年
、
戦
況
の
厳
し
さ
に
国
家
を
挙
げ
て
立
ち
向
か
っ
て
い
る
極
限
状
態

の
中
で
、
美
代
子
は
次
の
歌
を
詠
ん
だ
。

　
　

き
び
し
さ
の
極
み
の
時
に
お
ほ
け
な
し
娘
に
学
問
を
許
さ
せ
た
ま
へ

　
「
お
ほ
け
な
」
い
こ
と
だ
と
自
己
の
わ
き
ま
え
の
な
さ
を
押
さ
え
た
う
え
で
、
下

の
句
で
、
非
常
時
に
あ
っ
て
我
が
娘
に
望
む
の
は
学
問
に
邁
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
は
、
男
子
が
出
征
に
よ
っ
て
学
問
へ
の
道
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
実
に

あ
っ
て
、
銃
後
を
支
え
る
女
子
が
男
子
に
代
わ
り
学
問
の
道
を
も
支
え
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
知
的
役
割
を
託
す
願
望
が
あ
る
。
ま
た
、
美
代
子
は
、
十
代
の
旗
手
と
し

て
『
立
春
』
に
ひ
と
み
の
作
品
を
掲
載
し
、
歌
人
と
し
て
将
来
『
立
春
』
の
後
継
者

と
な
る
べ
く
期
待
も
掛
け
て
い
た
。
し
か
し
、
美
代
子
に
は
も
っ
と
切
実
な
願
い
が

あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
母
千
代
槌
に
よ
っ
て
女
学
校
へ
の
進
学
を

阻
ま
れ
、
自
力
で
検
定
試
験
に
よ
っ
て
資
格
を
取
得
し
て
き
た
美
代
子
に
と
っ
て
、

ひ
と
み
は
か
つ
て
の
自
己
の
夢
を
実
現
し
得
る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
美
代
子
自

身
、
結
婚
後
も
、
学
究
の
場
に
身
を
置
く
こ
と
を
切
に
望
み
晩
香
女
学
校
で
の
教
師

と
東
京
帝
国
大
学
で
の
聴
講
生
と
を
両
立
さ
せ
て
い
た
が
、
ひ
と
み
を
身
籠
っ
た
こ

と
に
気
づ
き
一
切
の
社
会
的
活
動
を
断
念
し
た
。
し
か
し
、
当
時
、
美
代
子
の
心
は
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自
己
実
現
の
欲
求
と
母
と
し
て
の
責
務
と
の
間
で
葛
藤
し
て
い
た
。
そ
れ
故
、
玉
谷

直
實
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
自
分
の
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
影
の
部
分
を
も
子
ど
も

が
生
き
て
く
れ
る
こ
と（

（1
（

」
を
無
意
識
の
う
ち
に
求
め
、
ひ
と
み
の
大
阪
府
立
大
手
前

高
等
女
学
校
及
び
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
や
戦
後
の
東
京
大
学
受
験
な
ど
の
た
め

に
献
身
的
に
応
援
し
た
。『
立
春（

（1
（

』
の
次
の
二
首
に
は
美
代
子
の
内
的
希
求
が
表
れ

て
い
る
。

　
　

学
問
に
心
き
ほ
へ
り
し
そ
の
頃
の
わ
れ
を
母
胎
に
生
命
得
し
吾
子

　
　

生
れ
ま
く
の
子
故
や
み
に
し
わ
が
希ね

が
ひそ
の
吾
子
に
し
も
承う
け

継つ

が
れ
な
む

　

右
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
前
述
の
「
き
び
し
さ
の
・
・
・
」
の
歌
の
「
学
問
を

許
さ
せ
た
ま
へ
」
と
い
う
表
現
の
持
つ
意
味
は
重
い
。
昭
和
一
五
年
に
「
を
と
め
な

り
し
日
の
わ
が
夢
に
つ
な
ぐ
べ
く
子
の
も
つ
夢
は
あ
ら
あ
ら
し
く
健
や
か
な
り
」
と

詠
ん
だ
よ
う
に
自
己
の
若
い
頃
と
娘
の
今
を
連
動
さ
せ
、
ま
る
で
一
体
化
す
る
か
の

よ
う
に
、
ひ
と
み
の
為
と
い
う
よ
り
も
一
旦
諦
め
た
学
問
へ
の
希
求
が
我
子
に
継
承

さ
れ
て
ほ
し
い
と
、
中
断
し
た
自
分
自
身
の
夢
を
ひ
と
み
に
託
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
美
代
子
が
娘
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
方
向
性
を
持
つ
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。

　

次
に
、〈
報
国
の
徒
〉
と
し
て
振
る
舞
う
ひ
と
み
と
、〈
軍
国
の
母
〉
と
し
て
振
る

舞
う
美
代
子
の
心
の
葛
藤
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

美
代
子
は
昭
和
一
六
年
、「
嵐
を
こ
え
て
」
と
題
す
る
中
で
次
の
歌
を
詠
ん
だ
。

　
　

�

中
等
学
生
の
任
務
あ
り
と
い
ひ
切
る
娘こ

の
前
に
母
わ
れ
の
思お
も
ひち
ひ
さ
く
な
り
ぬ

　
　

男
の
子
生う

ま
ぬ
わ
れ
に
も
捧
ぐ
る
子
あ
り
き
と
涙
あ
ふ
れ
来
て
道
光
り
見
ゆ

　

前
者
に
は
、〈
報
国
の
徒
〉
と
し
て
き
っ
ぱ
り
と
振
る
舞
う
娘
の
〈
大
義
〉
の
前
に
、

吾
子
の
夢
や
生
活
を
守
ろ
う
と
す
る
母
で
あ
る
私
の
思
い
が
か
す
ん
で
感
じ
ら
れ
た

と
い
う
気
持
ち
を
詠
ん
で
い
る
。

　

教
育
者
で
あ
る
美
代
子
は
個
人
の
思
い
を
超
え
て
、
当
時
の
い
わ
ゆ
る
模
範
的
な

〈
報
国
の
徒
〉
を
育
成
す
べ
き
場
が
多
々
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
教
育
者
と
い
う

〈
公
〉
的
意
識
の
立
場
で
見
れ
ば
、
ひ
と
み
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
軍
国
教
育
の
申
し

子
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
し
か
も
我
が
子
と
い
う
〈
私
〉
的
意
識
の
眼
で
み
れ
ば
、
い

つ
の
間
に
か
親
を
た
し
な
め
る
ほ
ど
に
成
長
し
た
娘
で
あ
っ
た
。
凛
と
し
た
娘
の
言

動
の
前
に
、
我
が
子
へ
の
執
着
な
ど
取
る
に
足
り
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、

と
戦
時
下
で
〈
公
〉
的
意
識
が
〈
私
〉
的
意
識
を
凌
い
だ
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
後

者
の
歌
は
、
美
代
子
の
戦
時
詠
の
中
で
は
唯
一
、
国
家
に
生
命
を
捧
ぐ
べ
く
男
の
子

を
生
ん
で
い
な
い
母
と
い
う
立
場
を
直
接
的
に
表
現
し
た
歌
で
あ
る
。
国
策
に
よ
り

母
の
究
極
の
役
割
は
兵
士
と
し
て
国
に
差
し
出
す
男
の
子
を
生
み
育
て
る
こ
と
で

あ
っ
た
当
時
、
美
代
子
に
と
っ
て
、
出
征
兵
士
の
母
と
い
う
存
在
に
は
な
り
得
な
い

こ
と
へ
の
社
会
的
負
い
目
が
ど
れ
ほ
ど
強
い
も
の
と
し
て
内
在
し
て
い
た
か
が
見
て

取
れ
る
。
そ
れ
故
「
男
の
子
生う

ま
ぬ
わ
れ
に
も
捧
ぐ
る
子
あ
り
き
」
と
、
娘
で
あ
っ

て
も
〈
軍
国
の
母
〉
た
る
役
割
を
担
い
得
る
の
だ
と
知
っ
た
報
国
の
思
い
を
詠
ん
で

い
る
。
下
の
句
の
表
現
は
ま
さ
に
戦
時
下
な
ら
で
は
の
〈
母
の
歌
〉
で
あ
り
、
時
代

の
特
殊
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
次
の
歌
（
昭
和
一
五
年
）
が
あ
る
。

　
　

言
潔き

よ

く
涙
た
た
へ
し
瞳め

の
深
み
育
て
上
げ
し
子
を
捧
げ
む
と
し
て

　
　

か
く
の
如
深
き
母
の
瞳
に
あ
ひ
し
か
ば
母
と
い
ふ
名
を
わ
れ
に
畏
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
『
立
春（

（1
（

』
に
は
、「
同
人
能
崎
義
夫
氏
出
動
。
面
会
を
許
さ
れ
し
営
庭
に
て
そ
の
母
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君
に
も
見
ゆ
」
の
詞
書
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
能
崎
は
当
時
二
一
歳
の
『
立
春
』
の

同
人
で
、
応
召
兵
と
し
て
出
征
し
た
。
前
者
に
は
、
能
崎
の
母
の
、「
男
の
子
」
の

母
親
と
し
て
、
毅
然
と
し
て
我
が
子
を
戦
場
に
送
り
出
す
母
親
の
像
を
演
じ
よ
う
と

す
る
心
と
、「
力
む
息
」
や
「
言
潔
く
」
と
、「
涙
た
た
へ
し
瞳
の
深
み
」
と
い
う
言

葉
に
込
め
ら
れ
た
本
音
と
の
葛
藤
が
、
対
比
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
後
者
に
あ
る

よ
う
に
、
そ
の
場
に
立
ち
会
っ
た
美
代
子
は
、「
男
の
子
」
の
母
と
い
う
立
場
ゆ
え

に
味
わ
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
誇
り
の
陰
に
秘
め
ら
れ
た
悲
痛
さ
や
残
酷
さ
に
翻
弄
さ

れ
る
姿
を
見
て
、
母
と
い
う
存
在
の
持
つ
底
知
れ
ぬ
深
さ
と
畏
れ
憚
る
気
持
ち
を
抱

い
た
こ
と
が
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

美
代
子
の
母
と
し
て
の
揺
ら
ぎ
の
陰
で
、
ひ
と
み
も
ま
た
二
律
背
反
の
自
己
の
姿

に
苦
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

ひ
と
み
は
十
代
の
旗
手
と
し
て
『
立
春
』
に
作
品
を
掲
載
し
て
い
っ
た
が
、
国
家

の
戦
時
教
育
に
則
っ
た
〈
報
国
の
徒
〉
と
し
て
の
凛
々
し
い
心
意
気
を
詠
ん
で
い
る
。

（
以
下
、
ひ
と
み
の
歌
に
つ
い
て
は
『
立
春
』
よ
り
引
用
す
る
。）

　
　

�

米
国
は
東
京
の
模
型
つ
く
り
爆
撃
練
習
せ
り
と
ふ
我
も
負
け
じ
と
モ
ン
ペ
ぬ
ふ

手
早
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
立
春
』
第
五
二
記
念
号
（
昭
和
一
七
・
一
一
）

　

敵
国
米
国
の
戦
略
を
伝
え
聞
き
、
大
国
に
負
け
じ
と
勇
み
立
つ
が
、
そ
の
対
比
が

女
性
が
活
動
し
や
す
い
服
装
と
し
て
奨
励
さ
れ
て
い
た
モ
ン
ペ
を
縫
う
と
い
う
行
為

で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
意
外
性
の
あ
る
新
鮮
な
感
覚
が
見
ら
れ
る
歌
で
あ
り
、
戦
時
下

教
育
が
浸
透
し
た
内
地
を
護
る
女
の
典
型
を
表
現
し
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
意
気
軒
昂
な
公
的
立
場
が
ひ
と
み
の
全
て
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
「
捷
報
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
た
中
の
次
の
歌
は
、
ひ
と
み
が
は
じ
め
に
自
分
の

ノ
ー
ト（

（1
（

に
書
き
つ
け
た
時
、「
本
土
空
襲
」
と
題
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

警
報
の
ひ
ゞ
き
わ
た
れ
ば
す
が
す
が
し
心
の
わ
だ
か
ま
り
皆
洗
ひ
流
さ
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
立
春
』
第
四
八
号
（
昭
和
一
七
・
六
）

　
「
捷
報
」
で
あ
る
な
ら
、
警
報
の
響
き
も
勝
利
の
知
ら
せ
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、

「
す
が
す
が
し
」
と
い
う
晴
れ
や
か
な
心
情
を
詠
ん
だ
も
の
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、「
本
土
空
襲
」
の
非
常
時
に
直
面
し
て
死
の
覚

悟
に
よ
る
、
す
べ
て
が
消
え
去
る
緊
張
や
恐
怖
を
呼
び
起
こ
す
響
き
で
あ
る
。
そ
れ

故
、
こ
の
歌
は
、
響
き
わ
た
る
空
襲
警
報
の
音
を
自
己
の
心
理
状
態
に
取
り
込
み
、

迷
い
を
吹
き
飛
ば
す
爽
快
な
響
き
に
転
換
す
る
心
情
の
漂
う
作
品
と
解
釈
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
に
、
ひ
と
み
は
当
時
の
自
分
に
対
し
て
、
表
現
し
難
い
鬱
々
と

し
た
わ
だ
か
ま
り
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
母
の
期
待
を
感
じ
な
が
ら
、
社
会
的
に
も

家
庭
内
で
も
優
れ
た
娘
で
あ
り
続
け
た
ひ
と
み
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
内
面

の
御
し
難
い
葛
藤
に
自
己
喪
失
気
味
の
日
々
で
あ
っ
た
ひ
と
み
の
心
情
の
吐
露
が
見

て
取
れ
る
。（
ひ
と
み
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
。）

　

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
に
入
学
し
た
ひ
と
み
は

入
学
を
機
に
寮
生
活
を
始
め
た
。
次
の
歌
は
そ
の
頃
詠
ま
れ
た（

（1
（

も
の
で
あ
る
。

　
　

�

敵
機
来
襲
今
か
今
か
と
ま
ち
う
け
つ
つ
母
よ
り
の
煎
豆
あ
た
た
か
き
を
だ
き
し

む

　
　

心
に
か
ら
ま
る
思
ひ
は
ね
の
け
母
よ
り
の
携
帯
食
料
枕
に
ね
い
ら
ん
と
す

　
　

　

前
者
は
、
上
の
句
で
敵
機
を
待
ち
構
え
る
と
い
う
「
報
国
の
徒
」
で
あ
る
ひ
と
み

の
緊
張
感
の
高
ま
り
を
表
現
し
、
下
の
句
で
そ
れ
を
和
ら
げ
る
母
の
温
か
さ
が
し
み

じ
み
と
表
さ
れ
て
い
る
。
娘
が
抱
き
し
め
る
煎
豆
の
温
か
さ
は
母
の
温
か
さ
で
そ
れ
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は
守
り
袋
で
あ
る
。
後
者
も
同
じ
く
、
上
の
句
で
鬱
屈
し
た
心
情
を
表
し
、
下
の
句

で
、
そ
れ
を
は
ね
の
け
て
母
よ
り
の
命
の
お
守
り
で
あ
る
携
帯
食
料
を
枕
に
し
て
眠

り
に
就
こ
う
と
す
る
心
情
を
詠
ん
で
い
る
。
携
帯
食
料
に
象
徴
さ
れ
る
の
は
、
眠
り

を
誘
う
包
み
込
む
よ
う
な
母
の
優
し
さ
で
あ
る
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
離
れ
て

こ
そ
し
み
じ
み
と
知
る
守
護
神
の
よ
う
な
母
の
愛
を
主
題
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

昭
和
一
九
年
、
ひ
と
み
は
学
徒
勤
労
動
員
の
要
員
と
し
て
名
古
屋
の
愛
知
航
空
機

株
式
会
社
の
工
場
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ひ
と
み
に
と
っ
て
は
母
か
ら
の

心
的
自
立
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
戦
争
末
期
に
は
雑
誌
統
合
に
よ
り
一
時
期
、『
立

春
』
と
『
覇
王
樹
』
が
統
合
さ
れ
統
合
誌
『
爽
節
』（
昭
和
一
九
年
八
月
～
一
二
月
号
）

と
な
っ
た
が
、『
爽
節
』（
昭
和
一
九
・
一
一
）
に
美
代
子
は
「
女
高
師
学
徒
勤
労
隊

出
動（

（2
（

」
と
題
し
て
五
首
掲
載
し
て
い
る
。
次
の
歌
は
そ
の
う
ち
の
二
首
で
あ
る
。

　
　

お
召
う
け
て
を
と
め
子
吾
子
も
私
の
子
に
あ
ら
な
く
に
な
ぞ
瞻
ら
る
る

　
　

も
ぎ
と
り
て
子
が
ゆ
き
し
か
ら
生
産
に
仕
へ
ま
つ
れ
り
吾
の
一
部
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

前
者
は
、
学
徒
動
員
を
天
皇
か
ら
の
お
召
と
捉
え
、〈
お
召
を
受
け
た
上
は
も
は

や
自
分
と
は
離
れ
て
し
ま
っ
た
特
別
な
存
在
な
の
に
、
ど
う
し
て
自
分
の
娘
と
し
て

瞻
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
、
い
や
、
で
き
な
い
〉
と
、
ま
さ
に
〈
報
国
の
徒
〉
と
し

て
公
的
な
使
命
を
自
覚
し
た
歌
で
あ
る
。
し
か
し
、
美
代
子
の
内
実
は
、
後
者
に
見

る
よ
う
に
、
娘
を
取
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
自
分
の
肉
体
の
一
部
が
も
ぎ
と
ら
れ
た

よ
う
な
肉
体
的
感
覚
と
し
て
の
強
い
痛
み
を
感
じ
て
い
る
。
形
の
上
で
は
、
下
の
句

で
〈
娘
が
行
っ
た
の
で
天
皇
（
お
国
）
の
生
産
の
た
め
に
お
仕
え
申
し
上
げ
ま
す
〉

と
前
者
同
様
の
自
分
の
痛
み
を
超
え
て
報
国
の
意
が
強
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、

初
句
に
「
も
ぎ
と
り
て
」
を
置
く
こ
と
で
、
こ
の
歌
全
体
か
ら
は
母
の
強
烈
な
痛
み

が
強
く
伝
わ
っ
て
く
る
。〈
公
〉
的
意
識
と
、
自
分
も
娘
と
一
つ
に
な
っ
て
生
き
た

い
と
願
う
娘
へ
の
強
い
執
着
の
狭
間
で
、
引
き
裂
か
れ
る
よ
う
な
心
の
混
乱
に
何
と

か
折
り
合
い
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
美
代
子
の
苦
悩
を
吐
露
し
た
歌
と
言
え
ま
い

か
。
娘
は
母
の
取
り
乱
し
よ
う
に
驚
き
、
本
来
の
母
の
生
き
甲
斐
で
も
あ
っ
た
「
歌

び
と
に
か
へ
れ
」
と
言
い
置
い
て
動
員
先
へ
と
赴
い
た
。
ま
さ
に
美
代
子
に
は
強
烈

な
一
言
で
あ
っ
た
。
離
れ
て
ゆ
く
我
が
子
が
母
に
指
し
示
し
た
の
は
、
歌
び
と
と
し

て
の
美
代
子
の
根
幹
に
迫
る
言
葉
で
あ
っ
た
。

　

次
の
歌
は
、
昭
和
一
九
年
、
我
が
子
に
突
き
放
さ
れ
、
我
が
子
が
自
分
の
手
か
ら

飛
び
立
と
う
と
す
る
予
感
の
中
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。

　
　

歌
び
と
に
か
へ
れ
と
吾
子
の
い
ひ
お
き
し
言
葉
に
生
き
て
雪
の
道
か
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
よ
う
に
、
ひ
と
み
は
母
に
強
く
自
立
を
促
し
、
母
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
た
。

一
時
的
で
は
あ
る
が
、
娘
が
我
が
子
に
執
着
す
る
母
を
支
配
し
、
母
が
よ
り
よ
く
生

き
る
方
向
性
を
き
っ
ぱ
り
と
指
し
示
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
戦
時
下
で
交
差
す

る
〈
母
と
娘
〉、
こ
れ
は
ひ
と
み
が
母
の
呪
縛
か
ら
抜
け
出
す
機
会
で
あ
っ
た
が
、

美
代
子
は
、
他
者
と
し
て
出
発
す
る
こ
と
も
抜
け
出
す
こ
と
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

茂
に
よ
る
と
、
美
代
子
は
娘
の
動
員
後
、「
心
臓
の
発
作
の
よ
う
な
も
の
」
を
起
こ
し
、

出
勤
中
の
ひ
と
み
に
電
報
を
打
ち
呼
び
寄
せ
た
が
、娘
に
会
っ
た
途
端
、元
気
に
な
っ

た（
（2
（

と
い
う
異
常
な
精
神
状
態
に
陥
っ
た
。

　

こ
こ
に
は
、
慈
悲
深
く
保
護
す
る
母
で
は
な
く
、
深
淵
に
臨
ん
で
自
失
し
て
揺
れ

動
く
母
の
姿
が
あ
る
。
子
離
れ
で
き
な
い
美
代
子
は
、
娘
へ
の
献
身
の
強
さ
が
実
は

自
己
の
不
安
か
ら
く
る
依
存
と
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
ぬ
ま
ま
、
混
乱
に

陥
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
茂
に
よ
る
と
、「
美
代
子
の
母
親
の
時
も
そ
う
で
ご
ざ
い

ま
し
た
け
れ
ど
、
美
代
子
が
大
阪
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
け
ろ
り
と
治
っ
て
し
ま（

（2
（

」
っ

た
と
い
う
。
こ
の
〈
母
と
娘
〉
の
濃
密
な
関
係
性
が
、
や
が
て
ひ
と
み
を
覆
う
翳
と
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な
っ
て
自
死
へ
と
追
い
つ
め
て
ゆ
く
一
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
予

兆
が
す
で
に
、
戦
時
下
の
〈
母
の
歌
〉
に
見
て
取
れ
る
。

　

か
つ
て
美
代
子
は
母
千
代
槌
に
取
り
込
ま
れ
よ
う
と
し
た
が
、
こ
の
関
係
が
時
代

を
超
え
て
美
代
子
と
ひ
と
み
の
二
代
に
亘
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
一
方
向
の
関
係
へ
と

繋
が
っ
て
お
り
、
深
層
心
理
の
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
的
円
環
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
戦
時
下
に
お
け
る
〈
母
の
歌
〉
を
た
ど
る
こ
と
で
、
美
代
子
の
戦
時

下
の
〈
母
の
歌
〉
の
内
実
が
顕
在
化
し
た
。
戦
時
下
に
お
い
て
も
、
け
っ
し
て
、
戦

意
高
揚
の
た
め
の
母
と
い
う
役
割
の
も
の
で
も
、
近
代
の
母
性
愛
観
的
な
も
の
で
も

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
美
代
子
は
戦
時
下
に
あ
っ
て
、
国
家
や
民
族
を
超

え
て
無
辜
の
生
命
を
脅
か
す
戦
争
へ
の
懐
疑
の
歌
を
世
に
出
し
た
。
ま
た
、
戦
時
下

と
い
う
時
代
の
枠
組
み
の
中
で
、〈
公
〉
的
役
割
と
我
が
子
へ
の
愛
着
と
い
う
〈
私
〉

的
心
情
と
の
齟
齬
を
抱
え
て
苦
悩
し
な
が
ら
、
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
生
き
た
歌
人
で

あ
る
。
時
に
は
〈
報
国
の
徒
〉
と
し
て
毅
然
と
し
て
ふ
る
ま
う
娘
の
前
で
、
私
的
な

自
己
の
願
望
は
矮
小
化
さ
れ
る
が
、
時
に
は
娘
と
の
一
体
化
と
い
う
自
己
の
願
望
を

強
烈
に
押
し
出
す
母
で
も
あ
る
。
ま
た
、
母
と
い
う
存
在
の
究
極
の
役
割
が
、
国
家

に
兵
力
と
し
て
差
し
出
す
男
子
を
生
み
育
て
る
こ
と
に
あ
る
男
性
中
心
主
義
社
会
の

中
で
、〈
報
国
の
徒
〉
と
し
て
振
る
舞
う
娘
を
評
価
し
、
擬
似
的
に
「
軍
国
の
母
」

た
ろ
う
と
す
る
「
男
の
子
」
を
持
た
ぬ
戦
時
下
の
母
の
、
屈
折
し
た
心
情
が
よ
り
娘

へ
の
密
着
感
へ
と
傾
斜
し
て
ゆ
く
の
は
、
戦
時
下
ゆ
え
に
顕
在
化
し
た
〈
母
の
歌
〉

の
特
色
で
あ
る
。

　
〈
母
と
娘
〉
は
、〈
戦
時
下
の
母
〉
と
〈
報
国
の
徒
〉
と
い
う
立
場
で
交
差
し
、
互

い
に
自
立
の
機
会
を
得
た
か
に
見
え
た
が
、
娘
か
ら
分
離
で
き
な
い
母
は
、
自
己
の

内
部
の
葛
藤
を
処
理
し
き
れ
ず
、
現
実
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
に
無
意
識
の
う

ち
に
娘
に
再
び
依
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
日
の
生
命
の
保
証
の
な
い
戦
時
下
と

い
う
異
常
な
時
世
が
心
身
に
拍
車
を
か
け
て
複
雑
化
し
た
心
情
を
浮
き
彫
り
に
し
た

の
が
、
戦
時
下
に
お
け
る
美
代
子
の
〈
母
の
歌
〉
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
戦
時
下
に
お
け
る
美
代
子
の
歌
に
は
、〈
公
〉
的
気
意
識
と
〈
私
〉
的
心

情
と
い
う
二
重
構
造
の
狭
間
で
揺
れ
動
く
心
を
抱
え
な
が
ら
、
そ
の
二
律
背
反
的
葛

藤
の
精
神
世
界
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
た
歌
人
の
強
い
意
志
が
働
い
て
い
る
。
美
代
子

は
言
論
が
統
制
さ
れ
た
時
代
に
あ
っ
て
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
内
奥
の
声
を
真
摯
に
歌

に
し
た
歌
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
根
底
に
は
戦
争
へ
の
懐
疑
や
怯
え
を
直
観
す
る
だ
け

の
感
受
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
時
流
を
超
え
た
普
遍
的
な
歌
を
も
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
我
が
子
を
守
り
通
そ
う
と
す
る
母
の
強
い
意
志

の
背
後
に
は
、
戦
時
下
と
い
う
生
命
の
保
証
の
な
い
時
代
に
生
き
る
が
ゆ
え
の
自
己

実
現
へ
の
強
い
願
望
が
見
て
取
れ
る
。
近
代
社
会
の
先
陣
を
切
っ
て
生
き
よ
う
と
す

る
母
の
自
我
意
識
の
強
さ
は
、
娘
が
自
立
を
果
た
そ
う
と
す
る
と
自
分
か
ら
の
分
離

を
拒
み
、
娘
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
激
し
い
葛
藤
を
抱
え
持
つ
歌
群
を
表
出
し
た
。

そ
し
て
、
時
代
の
制
約
に
抵
抗
し
て
時
代
の
先
端
を
拓
こ
う
と
心
血
を
注
ぎ
格
闘
す

る
な
か
で
、
社
会
規
範
に
抵
抗
す
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
向
は
時
に
内
に
向
き
、〈
母

と
娘
〉
の
連
鎖
の
中
に
取
り
込
ん
で
し
ま
お
う
と
す
る
。
こ
の
関
係
が
戦
時
下
と
い

う
非
常
時
の
生
活
体
験
を
く
ぐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
明
瞭
に
な
っ
た
。
近
代
の
母

性
愛
観
で
は
覆
い
き
れ
な
い
美
代
子
の
内
奥
の
声
の
表
出
が
持
つ
意
義
は
大
き
い
。

そ
れ
ゆ
え
時
代
を
超
え
て
美
代
子
の
〈
母
の
歌
〉
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
歌
群
で
あ
る

と
言
い
得
る
。

　

こ
の
両
者
の
戦
時
下
で
の
体
験
が
戦
後
の
生
き
方
に
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
い
く
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の
で
あ
ろ
う
か
。
長
女
ひ
と
み
は
、
戦
時
下
に
培
わ
れ
た
〈
報
国
の
徒
〉
と
し
て
の

生
き
方
か
ら
戦
後
民
主
主
義
の
洗
礼
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
、
ま
た
、
戦
後
女
性
の

道
を
切
り
拓
こ
う
と
す
る
学
校
教
育
者
と
し
て
の
母
の
モ
デ
ル
た
り
得
る
道
を
歩
み

だ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。〈
母
と
娘
〉
の
関
係
性
が
ひ
と
み
の
自
死
に
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
敗
戦
直
後
の
ひ
と
み
の
死
に
至
る
過
程
を
考
察
す

る
に
あ
た
っ
て
、
本
稿
で
論
じ
た
戦
時
中
の
生
き
方
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
る
。

注（
１
）『
丘
の
上
』
が
戦
後
刊
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
美
代
子
の
戦
時
詠
に
対
す
る
戦
後
的
視
点
か
ら

の
編
纂
意
図
を
無
視
で
き
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

（
２
）
美
代
子
の
母
千
代
槌
が
創
設
し
た
女
学
校
。
千
代
槌
は
明
治
女
学
校
の
第
二
回
卒
業
生
で
あ

る
。
千
代
槌
は
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
に
則
っ
た
明
治
女
学
校
の
教
育
に
深
い
感
銘
を
受
け
、

一
八
九
〇
年
に
普
通
科
を
卒
業
し
た
後
、
数
学
の
助
教
師
と
し
て
残
り
廃
校
（
一
九
一
〇
年
）

ま
で
勤
め
た
。
廃
校
後
、
一
九
一
九
年
に
、
自
ら
北
豊
島
郡
巣
鴨
町
二
丁
目
四
二
番
地
に
晩

香
女
学
校
を
設
立
し
て
女
子
教
育
に
身
を
投
じ
た
。
後
に
、
杉
並
区
堀
ノ
内
二
丁
目
四
一
五

番
地
に
転
居
し
た
が
、
一
九
四
三
年
の
死
去
ま
で
校
長
を
務
め
た
。

（
３
）
小
山
静
子
『
良
妻
賢
母
と
い
う
規
範
』、
勁
草
書
房
、
一
九
九
一
・
一
〇

（
４
）
近
代
の
母
性
愛
観
に
つ
い
て
、
沢
山
美
果
子
は
「
近
代
日
本
に
お
け
る
「
母
性
」
の
強
調
と

そ
の
意
味
」
人
間
文
化
研
究
会
編
『
女
性
と
文
化
―
社
会
・
母
性
・
歴
史
―
』、
白
馬
出
版
、

一
九
七
九
・
一
一
で
、
大
正
期
に
意
味
を
持
ち
、
昭
和
期
に
定
着
し
た
「
母
性
」
と
い
う
語

の
背
景
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
母
性
」
と
い
う
言
葉
は
、エ
レ
ン・ケ
イ
の
用
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
のm

oderskap

（
英

語
の m
otherhood

母
で
あ
る
こ
と
。m

atenity

母
に
な
る
こ
と
、
母
ら
し
さ
。
ド
イ

ツ
語
のm

utterlichkeit

母
た
る
、
母
ら
し
い
こ
と
。
母
の
愛
に
あ
た
る
言
葉
）
の
翻

訳
語
と
し
て
登
場
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。（
中
略
）「
母
性
」
と
い
う
の
は
、
子
ど

も
を
産
み
、
哺
乳
し
得
る
と
い
う
女
性
の
身
体
的
特
徴
か
ら
出
て
く
る
、
子
を
愛
す
る

心
、
子
の
た
め
に
つ
く
す
心
だ
と
と
ら
え
ら
れ
た
。（
中
略
）
良
妻
賢
母
の
模
範
た
る

中
間
層
の
女
子
の
職
業
婦
人
化
は
、
良
妻
賢
母
か
ら
の
脱
皮
と
し
て
問
題
に
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。「
母
性
」
の
強
調
は
、
こ
う
し
た
事
態
へ
の
一
つ
の
対
応
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
加
納
実
紀
代
は
「「
母
性
」
の
誕
生
と
天
皇
制
」
新
編
「
日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」

５
『
母
性
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
・
四
で
、「
母
性
」
と
い
う
語
を
初
め
て
使
っ
た
の
は
、

与
謝
野
晶
子
の
「
母
性
偏
重
を
排
す
」
で
は
な
い
か
、「
少
な
く
と
も
、
普
及
の
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
は
た
し
か
で
あ
る
」
と
、
指
摘
し
た
。
当
初
は
、
母
権
、
母
態
と
訳
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
二
年
後
に
は
平
塚
ら
い
て
う
と
の
母
性
保
護
論
争
が
始
ま
り
、
以
後
、「
母
性
」

と
い
う
言
葉
が
多
く
の
論
者
に
使
わ
れ
た
と
い
う
。

（
５
）
当
時
、エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
切
り
口
と
し
て
使
っ
た
評
論
が
一
つ
の
流
れ
と
し
て
あ
っ
た
が
、今
後
、

検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。

（
６
）
吉
尾
な
つ
子
『
軍
神
の
母
』、
三
崎
書
房
、
一
九
四
二
・
七

（
７
）
五
島
茂
『
海
図
』、
甲
鳥
書
林
、
一
九
四
〇
・
一
二

（
８
）
既
成
歌
壇
の
変
革
を
試
み
て
活
動
し
て
い
た
頃
の
自
己
の
思
想
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
９
）
千
代
槌
と
美
代
子
と
の
母
娘
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
五
島
美
代
子
第
一
歌
集
『
暖
流
』

―
―
〈
母
の
歌
〉
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
第
二
〇
号
』

日
本
女
子
大
学　

二
〇
一
四
・
三
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）
近
藤
芳
美
「
丘
の
上
」
を
読
み
て
―
―
五
島
美
代
子
小
論
」『
近
藤
芳
美
集
』
第
六
巻
、
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
〇
・
五
。
文
章
最
後
に
（
一
九
四
八
・
六
）
と
あ
る
が
、
初
出
は
未
詳
。

（
11
）『
立
春
』
三
九
九
号
（
一
九
八
四
・
一
二
）

（
12
）
丘
の
上
に
あ
っ
た
晩
香
女
学
校
の
所
在
地
を
指
す
。

（
13
）「
戦
時
下
の
歌
―
―
昭
和
５
９
・
１
０
・
７　

東
京
立
春
短
歌
会
に
て
講
和
―
―
」『
立
春
』

三
九
九
号
（
一
九
八
四
・
一
二
）

（
14
）
玉
谷
直
實
「
女
性
の
自
己
実
現
と
母
性
」
馬
場
謙
一　

福
島
章
等
編
『
日
本
人
の
深
層
分
析

（
１
）』、『
有
斐
閣
』、
一
九
八
四
・
一
〇　

（
15
）『
立
春
』
第
六
四
号
（
一
九
四
三
・
一
二
）　

（
16
）『
立
春
』
第
二
七
号
（
一
九
四
〇
・
九
）

（
17
）
当
時
、〈
軍
国
の
母
〉
の
立
場
に
立
た
さ
れ
た
母
た
ち
は
、
能
崎
の
母
と
同
様
の
葛
藤
の
中
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に
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
若
山
貴
志
子
は
「
は
じ
め
よ
り
我
を
侮
り
し
け
だ
も
の
の

国
ア
メ
リ
カ
ぞ
撃
ち
て
撃
ち
て
つ
ぶ
せ
」（「
補
遺
」
若
山
旅
人
編
『
若
山
貴
志
子
全
歌
集
』、

短
歌
新
聞
社
、
一
九
八
一
・
七 

）
な
ど
と
戦
意
高
揚
を
激
し
く
詠
ん
で
い
る
が
、
一
方
、
次

男
富
士
人
が
一
九
四
三
年
、
学
徒
動
員
に
て
出
征
し
た
際
に
、「
二
十
三
歳
に
な
る
富
士
人
、

近
く
海
軍
兵
に
召
さ
れ
て
征
く
に
」
の
詞
書
を
持
つ
次
の
歌
を
詠
ん
だ
。
こ
れ
は
戦
後
、「
補

遺
」
と
し
て
若
山
旅
人
に
よ
っ
て
前
出
の
『
若
山
貴
志
子
全
歌
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　
　
　
　

母
な
れ
ば
抱
く
に
何
の
憚
り
の
あ
ら
ん
ぞ
い
ざ
と
思
ひ
つ
つ
日
を
経
る

こ
こ
に
は
、出
征
に
際
し
て
我
が
子
を
抱
き
し
め
た
い
と
心
で
は
勇
ま
し
く
思
う
が
、「
い
ざ
」

と
思
い
つ
つ
現
実
に
は
行
動
に
移
せ
な
い
ま
ま
日
が
過
ぎ
て
ゆ
く
〈
軍
国
の
母
〉
の
も
ど
か

し
さ
を
託
つ
心
情
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

（
18
）「
五
島
ひ
と
み
歌
集
一
九
三
四
年
―
―
一
九
五
〇
年
」『
立
春
』
第
七
六
号
（
一
九
五
〇
・
八
）

（
19
）「
五
島
ひ
と
み
歌
集
一
九
三
四
年
―
―
一
九
五
〇
年
」『
立
春
』
第
七
六
号
（
一
九
五
〇
・
八
）

（
20
）「
女
高
師
学
徒
勤
労
隊
出
動
」『
爽
節
』
第
二
六
巻
第
一
〇
号
（
一
九
四
四
・
一
一
）

（
21
）「
五
島
美
代
子
略
年
譜
」『
定
本
五
島
美
代
子
全
歌
集
』、
短
歌
新
聞
社
、
一
九
八
三
・
四

（
22
）
五
島
茂
「
敗
戦
の
う
た
（
五
島
美
代
子
作
品
）」『
立
春
』
第
四
〇
一
号
（
一
九
八
五
・
二
）

＊
固
有
名
詞
以
外
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

＊��

本
稿
で
の
歌
の
引
用
は
『
定
本
五
島
美
代
子
全
歌
集
』（
短
歌
新
聞
社
、
一
九
八
三
・
四
）
に
よ
る
。

そ
れ
以
外
の
引
用
に
つ
い
て
は
出
典
を
記
し
た
。

（
日
本
文
学
専
攻　

博
士
課
程
後
期
三
年
）
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西
暦（
昭
和
）
美
代
子
年
齢

時
勢

美
代
子
及
び
家
族
の
動
勢

美
代
子
・
茂
刊
行
物

一
九
二
六

（
一
）

二
七
―
二
八

二
月
労
働
農
民
党
創
立
。

四
月
長
女
ひ
と
み
誕
生
。
美
代
子
、
東
京
大
学
聴
講
生
も

晩
香
女
学
校
教
諭
も
辞
す
。（
大
正
一
五
年
）

七
月
茂
「
転
換
期
の
ア
ラ
ラ
ギ
」（『
短
歌

雑
誌
』）（
大
正
一
五
年
）

一
九
二
七

（
二
）

二
八
―
二
九

金
融
恐
慌

一
九
二
八

（
三
）

二
九
―
三
〇

六
月
治
安
維
持
法
改
正
。

七
月
特
別
高
等
警
察
、
全
国
に

設
置
。

九
月
茂
、
前
川
佐
美
雄
た
ち
と
「
新
興
歌
人
連
盟
」
結
成
。

美
代
子
、
新
興
歌
人
連
盟
に
加
盟
。『
心
の
花
』
脱
退
。

二
月
～
一
二
月
茂
「
短
歌
革
命
の
進
展
」

（『
短
歌
雑
誌
』）

一
九
二
九

（
四
）

三
〇
―
三
一

七
月
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
歌
人
同
盟

結
成
。

一
〇
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
大
暴

落
、
世
界
恐
慌
に
発
展
。

四
月
茂
、
大
阪
商
科
大
学
（
現
大
阪
市
立
大
学
）
に
赴

任
、家
族
は
茨
田
郡
守
口
町
（
現
大
阪
府
森
口
市
）
に
居
住
、

作
歌
を
断
念
。
美
代
子
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
歌
人
同
盟
加
盟
、

脱
退
。
作
歌
を
断
念
。

三
月
茂
・
美
代
子
、
前
川
佐
美
雄
と
共
に

歌
誌
『
尖
端
』
創
刊
（
八
月
廃
刊
）。
八
月

茂
『
石
榑
茂
集
』（
日
本
評
論
社
）
刊
行
。

一
九
三
〇

（
五
）

三
一
―
三
二

昭
和
恐
慌
の
始
ま
り
。

一
九
三
一

（
六
）

三
二
―
三
三

九
月
満
州
事
変
勃
発
、
一
五
年

戦
争
に
突
入
。

茂
留
学
の
た
め
家
族
で
渡
英
、
主
に
大
英
博
物
館
に
て
資

料
収
集
。
ひ
と
み
（
四
歳
）、
フ
レ
ー
ベ
ル
教
育
研
究
所
付

属
幼
稚
園
入
園
。

一
九
三
二

（
七
）

三
三
―
三
四

一
月
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
歌
人
同
盟

解
散
。

三
月「
大
阪
国
防
婦
人
会
」発
会
。

夏
は
家
族
で
ロ
バ
ア
ト
・
オ
ウ
エ
ン
の
故
郷
ウ
ェ
ー
ル
ズ

の
ニ
ュ
―
タ
ウ
ン
に
棲
み
、
九
月
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を

経
て
帰
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
。

一
九
三
三

（
八
）

三
四
―
三
五

三
月
日
本
国
際
連
盟
脱
退
を
通

告
。
ナ
チ
ス
の
台
頭
。

七
月
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
を
経
て

帰
国
。「
心
の
花
」
に
復
帰
。
ひ
と
み
小
学
校
一
年
。
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一
九
三
四

（
九
）

三
五
―
三
六

八
月
Ａ
・
ヒ
ト
ラ
ー
「
総
統
」

に
就
任
。

四
月
ひ
と
み
大
阪
府
立
女
子
師
範
付
属
小
学
校
二
年
編
入
。

一
九
三
五

（
一
〇
）

三
六
―
三
七

七
月
美
代
子
の
父
清
太
郎
死
去
。

九
月
石
榑
茂
『
現
代
人
の
た
め
の
短
歌
の

作
り
方
』（
三
省
堂
）
刊
行
。

一
九
三
六

（
一
一
）

三
七
―
三
八

二
月
二
・
二
六
事
件
勃
発
。

一
一
月
日
独
防
共
協
定
調
印
。

七
月
美
代
子
第
一
歌
集
『
暖
流
』（
三
省
堂
）

刊
行
。

一
九
三
七

（
一
二
）

三
八
―
三
九

九
月
日
中
戦
争
開
始
。

一
一
月
日
独
伊
防
共
協
定
調
印
。
五
月
次
女
い
づ
み
誕
生
。

一
九
三
八

（
一
三
）

三
九
―
四
〇

三
月
国
家
総
動
員
法
制
定
、
三

月
、
ド
イ
ツ
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア

併
合

七
月
歌
誌
『
立
春
』
創
刊
。

一
九
三
九

（
一
四
）

四
〇
―
四
一

七
月
国
民
徴
用
令
発
令

九
月
第
二
次
世
界
大
戦
開
始
。

四
月
ひ
と
み
大
阪
府
立
大
手
前
高
等
女
学
校
入
学
。

一
九
四
〇

（
一
五
）

四
一
―
四
二

九
月
日
独
伊
三
国
同
盟
調
印
。

一
〇
月
大
政
翼
賛
会
発
足
。

七
月
美
代
子
「
朝
や
け
」（『
新
風
十
人
』

所
収
、
八
雲
書
林
）
刊
行
、
同
月
「
五
島

美
代
子
編
」（『
現
代
短
歌
叢
書
』
第
九
巻

弘
文
堂
）
刊
行
。
美
代
子
『
赤
道
圏
』（
甲

鳥
書
林
）
刊
行
。

一
二
月
茂
第
二
歌
集
『
海
図
』（『
昭
和
歌

人
叢
書
』
甲
鳥
書
林
）
刊
行
。

一
九
四
一

（
一
六
）

四
二
―
四
三

四
月
日
ソ
中
立
条
約
調
印
、
米

の
配
給
制
開
始
。

一
二
月
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
開

戦
。
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一
九
四
二

（
一
七
）

四
三
―
四
四

二
月
大
日
本
婦
人
会
結
成
。

四
月
ド
ー
リ
ッ
ト
ル
空
襲
。

六
月「
日
本
文
学
報
国
会
」結
成
。

八
月
茂
の
父
石
榑
千
亦
（『
心
の
花
』
編
集
者
）
死
去
。

二
月
美
代
子『
一
年
』（『
現
代
女
流
新
鋭
集
』

第
五
輯
、
日
本
短
歌
社
出
版
部
）

一
〇
月
美
代
子
（『
婦
人
の
た
め
の
短
歌
の

つ
く
り
方
』
船
場
書
店
）
刊
行
。

一
九
四
三

（
一
八
）

四
四
―
四
五

一
〇
月
学
徒
出
陣
、「
出
陣
学

徒
壮
行
会
」
開
催
。

三
月
美
代
子
の
母
千
代
槌
（
晩
香
女
学
校
校
長
）
死
去
。

美
代
子
晩
香
女
学
校
校
長
に
就
任
。
晩
香
女
学
校
内
に
居

住
。
茂
校
主
と
し
て
美
代
子
を
助
け
る
。

一
九
四
四

（
一
九
）

四
五
―
四
六

八
月
学
徒
勤
労
令
、
女
子
挺
身

勤
労
令
公
布
。
戦
略
爆
撃
に
よ

る
日
本
本
土
大
空
襲

四
月
ひ
と
み
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
文
科
入
学
、
寄
宿

舎
入
寮
。

七
月
茂
大
阪
商
科
大
学
辞
職
、
東
京
移
住
。

八
月
茂
綿
ス
フ
統
制
会
勤
務
。

八
月『
立
春
』は
戦
時
歌
誌
統
合
に
よ
り『
覇
王
樹
』と
合
併
。

八
月
『『
覇
王
樹
』
創
刊
（
～
一
二
月
）

一
九
四
五

（
二
〇
）

四
六
―
四
七

三
月
東
京
大
空
襲
八
月
広
島
・

長
崎
原
爆
投
下
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
受
諾
、
敗
戦
。

一
二
月
労
動
組
合
法
公
布
。
婦

人
参
政
権
成
立
。

一
月
ひ
と
み
学
徒
勤
労
動
員
に
よ
り
名
古
屋
の
愛
知
航
空

に
赴
く
。

八
月
一
六
日
の
詠
草
を
ガ
リ
版
刷
り
。

一
九
四
六

（
二
一
）

四
七
―
四
八

九
月
労
働
関
係
調
整
法
公
布
。

一
一
月
日
本
国
憲
法
公
布
。
男

女
平
等
が
憲
法
で
保
障
。

五
月
『
立
春
』
再
刊
第
一
号
（
通
算
六
七
号
）

刊
行
。

一
九
四
七

（
二
二
）

四
八
―
四
九

三
月
教
育
基
本
法
公
布
。

四
月
労
働
基
準
法
公
布
。

五
月
日
本
国
憲
法
施
行
。

四
月
茂
専
修
大
学
教
授
就
任
。
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一
九
四
八

（
二
三
）

四
九
―
五
〇

教
育
防
衛
復
興
闘
争
が
全
国
展

開
し
、「
全
学
連
」
結
成
。

三
月
長
女
ひ
と
み
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
卒
業
。

三
月
茂
皇
太
子
（
現
平
成
天
皇
）
の
作
歌
指
導
の
任
に
就
く
。

四
月
長
女
ひ
と
み
東
京
大
学
文
学
部
入
学
、
美
代
子
東
京

大
学
聴
講
生
。

四
月
美
代
子
第
二
歌
集
『
丘
の
上
』
刊
行
。

一
九
四
九

（
二
四
）

五
〇
―
五
一

四
月
美
代
子
東
京
大
学
研
究
生
、
専
修
大
学
講
師
。

八
月
茂
経
済
学
博
士
の
学
位
授
与
。

九
月
美
代
子
、
北
見
志
保
子
、
長
沢
美
津

等
と
共
に
『
女
人
短
歌
』
創
刊
。

一
九
五
〇

（
二
五
）

五
一
―
五
二

六
月
朝
鮮
戦
争
開
戦
。

一
月
長
女
ひ
と
み
急
逝
。

三
月
晩
香
女
学
校
廃
校
。

四
月
美
代
子
専
修
大
学
教
授
就
任
（
～
昭
和
四
三
年
三

月
）、
次
女
い
づ
み
学
習
院
中
等
科
入
学
。

一
〇
月
美
代
子
第
四
歌
集
『
風
』（
女
人
短

歌
会
）刊
行
。（
＊
第
三
歌
集『
炎
と
雪
』（
立

春
短
歌
会
）
は
昭
和
二
七
年
三
月
刊
行
）。

M
iyoko Goto and “M

other Poem
s” D
uring the Show

a W
ar Y

ears:
A
 D
iscussion of the Second Collection of T

anka Poem
s, O
ka no ue

H
A
M
A
D
A
 M
ieko

〔A
bstract

〕 The tanka poet M
iyoko Goto (1898-1978) has gone dow

n in 
the history of literature as the poet of the m

other and of m
aternal 

love. H
ow
ever, the “M

other Poem
s” in tanka form

 that she w
rote 

during the w
ar years had by no m

eans anything to do w
ith the 

m
other as used to w

hip up fighting spirit nor to do w
ith the m

yth 
that places m

aternal love as an instinctive love of the m
other for her 

child, there is som
ething beyond.

M
iyoko gave to the w

orld tanka poem
s that transcended nation and 

the people of Japan to express skepticism
 about w

ar as a m
enace to 

innocent life. She also placed value on the daughter w
ho behaved as a 

“party to patriotism
.” T
hus M

iyoko, as the m
other of the w

ar years 
w
ho had no m

ale child, tried to sim
ulate the role of M

other of M
ilitant 

Japan. Such  w
arped state of m

ind of hers ended up inclining rather 
tow
ard a feeling of closeness to the daughter.

T
he “M

other and D
aughter” intersected w

ith the perspectives of “the 
M
other of the W

ar Y
ears” and “the Party to Patriotism

,” and though 
these seem

 on occasions to be m
utually independent; how

ever in 
reality the m

other is unable to separate from
 her daughter and unable 

to finally deal w
ith the conflict w

ithin herself, so that she 
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unconsciously ends up dependent on the daughter again. It is a 
distinctive characteristic of M

iyoko’s “M
other Poem

s” during the w
ar 

years that they expose how
 the abnorm

ality of w
artim

e gives im
petus 

to that state of m
ind and com

plicates it, and that this em
erges in her 

poem
s because it w

as w
artim

e.
T
he tanka poem

s M
iyoko com

posed during the w
ar years convey a 

heart and m
ind m

oved one w
ay and then another in the duality of the 

“Public” aw
areness of her duties as headm

istress of the Banko Girls’ 
School, on the one hand; and her “Private” state of m

ind. A
t the sam

e 
tim
e, the poem

s depict the strong w
ill of the tanka poet w

ho 
unflinchingly expressed the psychololgy of that conflict betw

een 
m
utually contradictory aspects. M

iyoko w
as a poet w

ho, precisely 
because she w

as living in a tim
e w
hen speech w

as not free, could not 
help but m

ake poem
s that speak frankly w

ith her inm
ost voice. O

ne 
m
ight infer that at their very root w

as a sensibility capable of directly 
perceiving skepticism

 tow
ard the w

ar and fear of it, and that this w
as 

w
hat enabled her to produce tanka poem

s of a universality that 
transcended those tim

es. T
he strength of selfhood in the m

other w
ho 

sought to live at the very leading edge of Japan as a m
odern society 

dom
inated the daughter, denied the separation from

 herself of the 
daughter w

ho sought to becom
e independent, and so form

ed this body 
of tanka poetry that is inform

ed w
ith this intense conflict. In a 

struggle that w
as leading the w

ay tow
ard the future, the energy 

required to resist society’s norm
s w
as at tim

es directed into herself, 
and she tried to assim

ilate her daughter into the associative linking 

expressed as “M
other and D

aughter.” T
his relationship took on 

greater clarity because it m
ade its w

ay through the experience of life 
in the em

ergencies of w
artim

e. T
he voice em

erging from
 M
iyoko’s 

inm
ost self cannot be accounted for entirely as the m

aternal love of 
the m

odern age, and it is a voice of great significance. T
his is w

hy 
M
iyoko’s “M

other Poem
s” transcend their era as a body of tanka 

poetry that is w
orthy of value.

〔K
eyw
ords

〕 M
iyoko Goto, O

ka no ue, Risshun, “M
other Poem

s” of the 
w
ar years, “M

other and D
aughter”


